

















　対 象 には 週 齢1₅～20 週， 体 重 3 ～ ₅ kg の
ニュージーランドホワイト系家兎 8 羽を用いた．
0.12₅～2.0％リドカイン 塩 酸 塩，0.12₅～3.0％メ
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Kruskal Wallis 検定を行った後，Scheffe の多重
比較検定を行った．また，皮膚血流量が増加また
は減少した局所麻酔薬間で比較する場合には
Wilcoxon の符号付順位検定を行った．いずれも
危険率 ₅ ％未満を有意差ありとした．
【結果と考察】
　リドカイン塩酸塩とブピバカイン塩酸塩では，
皮膚血流量は濃度依存的に有意に増加した．一
方，ロピバカイン塩酸塩では皮膚血流量は濃度依
存的に有意に減少した．メピバカイン塩酸塩とレ
ボブピバカイン塩酸塩では，濃度により皮膚血流
量への影響は異なり，0.7₅％以下の濃度のメピバ
カイン塩酸塩では皮膚血流量は減少し，1.0％以
上の濃度では皮膚血流量は増加した．また，レボ
ブピバカイン塩酸塩では，0.₅％以下の濃度で皮
膚血流量は減少し，0.7₅％では皮膚血流量は増加
した．今回使用した局所麻酔薬の中で最も皮膚血
流量を増加させたのは，0.₅％ブピバカイン塩酸
塩と2.0％リドカイン塩酸塩であった．また最も
皮膚血流量を減少させたのは2.0％リドカイン A
と0.7₅％ロピバカイン塩酸塩であった．
